
②

２２２ ネットワーク委員会活動って？

☆ネットワーク委員会の６つの役割

ネットワーク委員会の
６つの役割

⑥行政施策などへ住民
　の意見を反映させる
　（システムを活かす）

①地域の実態把握
　（アンテナ役）

②支援を要する住民
　の援助と関係機関
　へのパイプ役

⑤情報発信

④助け合い、支え
　合いの輪づくり

③地域の福祉課題を話し合う
　場をつくる（ネットワーク
　委員会会議の開催）

地域ネットワーク委員会の生いたち～始まりは平成３年～

　大阪市では、平成２年に「いきいきエイジング

みおつくしプラン」が策定され、その中で、高齢

者のニーズとサービスを繋ぐしくみとして「地域

支援システム」（Ｐ４参照）が考えられました。

　地域ネットワーク委員会は、もっとも地域住民

に身近なところにある相談支援機関として位置づ

けられ、平成３年から各区において順次設置され

ました（おおむね小学校区に１か所）。当初は、

高齢者の生活支援を主な目的としていましたが、

近年「地域福祉」という考え方が主流となり、ネ

ットワーク委員会の活動も、すべての人が安心し

て暮らせる地域づくりを目指すため、支援の対象

を地域住民すべてに拡大し今日に至ります。

平成２年
　いきいきエイジングみおつくしプラン
　

平成３年
　地域ネットワーク委員会設置開始
　

平成１７年
　支援の対象をすべての住民に拡大
　

平成２１年８月現在
　市内３２２地域に設置
（天王寺区は９地域に設置）
　


